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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第78期

中間連結会計期間
第79期

中間連結会計期間
第78期

会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

自 2026年４月１日
至 2026年９月30日

自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

売上高 (千円) 14,537,722 15,941,347 29,679,996

経常利益 (千円) 565,311 419,230 1,343,213

親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益

(千円) 386,281 1,504,626 1,027,978

中間包括利益又は包括利益 (千円) 509,119 1,240,633 2,162,695

純資産額 (千円) 8,519,936 11,268,235 10,172,695

総資産額 (千円) 32,050,630 34,321,619 32,720,697

１株当たり中間（当期）純利益 (円) 94.08 366.57 250.40

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) 93.95 366.05 250.04

自己資本比率 (％) 26.6 32.8 31.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 842,872 1,002,835 2,202,106

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,303,031 482,924 △2,866,583

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,979,929 △49,732 1,285,157

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 5,703,508 6,555,231 5,158,679
 

(注)　当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており
ません。

 
 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の

判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」

についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。
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２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当社グループは、日本、米州、欧州及びアジア12か国において事業を展開しており、自動車、医療機器、ＯＡ機

器、航空機向けを主要市場として、精密ばねをはじめとする精密金属加工部品の製造・販売を行っております。

当中間連結会計期間における事業環境は、中東情勢の緊迫化に伴う原油価格の上昇や米国政府による相互関税の

影響があったものの、総じて堅調に推移しました。

このような状況のもと、同期間の売上高は前年同期比9.7％増の159億41百万円、営業利益は同19.5％増の７億48

百万円、経常利益は為替変動に伴う当社及び海外連結子会社の保有資産・負債の評価替えによる為替差損の発生等

により同25.8％減の４億19百万円、親会社株主に帰属する中間純利益はシンガポール工場譲渡による特別利益等に

より同289.5％増の15億４百万円となりました。

 
セグメントの業績は以下のとおりであります。

 

① 日本

自動車向けが順調に推移したほか、精密機器向けも好調に推移したことから、売上高は前年同期比4.6％増の48

億51百万円となりましたが、セグメント利益は原材料費の高騰等から同18.0％減の１億31百万円となりました。

 
② 米州

医療機器向けが引き続き好調に推移したことから、売上高は前年同期比10.9％増の33億44百万円となりました

が、セグメント利益は米国政府による相互関税の影響やメキシコペソ高による為替の影響から同79.2％減の68百万

円となりました。

 
③ 欧州

医療機器向けが好調に推移したほか、航空機向けが回復してきたことから、売上高は前年同期比38.6％増の20億

43百万円、セグメント利益は69百万円（前年同期は１億53百万円の損失）となりました。

 
④ アジア

自動車や医療機器向けが好調に推移したことから、売上高は前年同期比5.5％増の57億２百万円、セグメント利

益は同63.5％増の４億71百万円となりました。

 
当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ16億円増加し、343億21百万円となりまし

た。

資産の部においては、流動資産合計額が20億21百万円増加し、180億65百万円となりました。主な理由は、現金

及び預金が15億15百万円、受取手形及び売掛金が38百万円及び棚卸資産が２億38百万円増加したことによるもの

であります。また、固定資産合計額は４億20百万円減少し、162億55百万円となりました。主に、有形固定資産の

減少によるものであります。

負債の部においては、負債合計額が230億53百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億５百万円増加しまし

た。主な理由は、支払手形及び買掛金、電子記録債務が３億２百万円、借入金が１億64百万円増加したことによ

るものであります。
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純資産の部においては、純資産合計額が112億68百万円となり、前連結会計年度末に比べて10億95百万円増加し

ました。主な理由は、為替相場の変動により為替換算調整勘定が２億47百万円減少しましたが、親会社株主に帰

属する中間純利益の発生等により株主資本合計が13億59百万円増加したことによるものであります。

 この結果、自己資本比率は32.8％（前連結会計年度末は31.1％）となりました。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比13億96百万円増加し、65億55百万円

となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により資金が10億２百万円増加（前年同期は８億42百万円の資金増加）しました。

主な収入要因は、税金等調整前中間純利益17億24百万円及び減価償却費による資金留保８億78百万円によるも

のであります。

主な支出要因は、固定資産売却益13億93百万円の調整及び棚卸資産増加による資金減少３億12百万円によるも

のであります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により資金が４億82百万円増加（前年同期は13億３百万円の資金減少）しました。

主な収入要因は、当社連結子会社における有形固定資産の売却による収入17億19百万円によるものでありま

す。

主な支出要因は、当社及び当社グループにおける設備投資８億28百万円によるものであります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により資金が49百万円減少（前年同期は19億79百万円の資金増加）しました。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 
(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当中間連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 

(6) 研究開発活動

当中間連結会計期間の研究開発費の総額は102,537千円であります。

 
３ 【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,500,000

計 12,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末現在
発行数(株)

(2026年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2026年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,153,370 4,153,370
東京証券取引所
スタンダード市場

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株
式。単元株式数は、100株
であります。

計 4,153,370 4,153,370 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
 

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 2026年９月30日 ― 4,153,370 ― 100,000 ― 25,000
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(5) 【大株主の状況】

  2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＡＡＡ株式会社 東京都墨田区押上２－１４－１ 446 10.87

スマート有限会社 東京都中央区銀座８－１９－２ 429 10.46

ＡＳＡＤＡ株式会社 東京都墨田区押上２－１４－１ 332 8.09

アーク株式会社 東京都墨田区押上２－１４－１ 205 4.99

ＡＲＴ株式会社 東京都中央区銀座８－１９－２ 200 4.87

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１－８－１２ 187 4.57

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内１－４－５ 165 4.03

エース株式会社 東京都墨田区押上２－１４－１ 142 3.46

株式会社アサダ 東京都中央区銀座８－１９－２ 130 3.18

スマイル株式会社 東京都墨田区押上２－１４－１ 94 2.29

計 － 2,333 56.86
 

(注) 上記のほか当社所有の自己株式49千株(1.18％)があります。

 
 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2026年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 49,000
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式。単元株式数
は、100株であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式　

40,493 同上
4,049,300

単元未満株式
普通株式

― １単元（100株）未満の株式
55,070

発行済株式総数 4,153,370 ― ―

総株主の議決権 ― 40,493 ―
 

(注)１.　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権４個)含まれ

ております。

２.　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社の自己株式66株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  2026年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱アドバネクス

東京都北区田端六丁目１
番１号

49,000 ― 49,000 1.18

計 ― 49,000 ― 49,000 1.18
 

(注） 株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株（議決権１個）ありま

す。なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2026年４月１日から2026年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,640,993 7,156,532

  受取手形及び売掛金 5,122,034 5,160,142

  商品及び製品 2,200,614 2,269,262

  仕掛品 940,313 1,042,103

  原材料及び貯蔵品 1,578,013 1,646,492

  その他 593,011 811,275

  貸倒引当金 △30,934 △19,863

  流動資産合計 16,044,047 18,065,945

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,700,067 6,654,301

   機械装置及び運搬具（純額） 5,092,812 4,974,561

   土地 1,606,517 1,564,291

   その他（純額） 3,092,033 1,590,080

   有形固定資産合計 15,491,431 14,783,235

  無形固定資産 388,847 416,035

  投資その他の資産 ※１  796,371 ※１  1,056,401

  固定資産合計 16,676,650 16,255,673

 資産合計 32,720,697 34,321,619

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,065,898 2,291,048

  電子記録債務 673,196 751,031

  短期借入金 5,879,454 5,451,230

  1年内返済予定の長期借入金 2,801,800 2,904,032

  リース債務 255,185 232,132

  未払法人税等 66,503 80,288

  契約負債 196,874 172,165

  賞与引当金 283,625 280,279

  その他 1,792,299 1,932,488

  流動負債合計 14,014,837 14,094,697

 固定負債   

  長期借入金 6,225,120 6,715,138

  リース債務 565,700 463,074

  繰延税金負債 305,382 363,621

  資産除去債務 40,897 40,999

  退職給付に係る負債 1,031,589 1,046,688

  その他 364,473 329,163

  固定負債合計 8,533,164 8,958,685

 負債合計 22,548,001 23,053,383
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,000 100,000

  資本剰余金 1,067,759 1,067,759

  利益剰余金 5,620,058 6,981,012

  自己株式 △81,662 △83,083

  株主資本合計 6,706,155 8,065,688

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △17,202 △14,447

  為替換算調整勘定 3,375,628 3,127,671

  退職給付に係る調整累計額 99,521 80,729

  その他の包括利益累計額合計 3,457,946 3,193,953

 新株予約権 8,594 8,594

 純資産合計 10,172,695 11,268,235

負債純資産合計 32,720,697 34,321,619
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

売上高 14,537,722 15,941,347

売上原価 10,960,520 12,115,973

売上総利益 3,577,202 3,825,373

販売費及び一般管理費 ※１  2,950,657 ※１  3,076,467

営業利益 626,544 748,906

営業外収益   

 受取利息 32,766 27,860

 受取配当金 1 513

 受取賃貸料 24,933 22,740

 為替差益 48,149 -

 補助金収入 11,014 14,485

 その他 21,024 27,902

 営業外収益合計 137,890 93,501

営業外費用   

 支払利息 183,335 223,035

 為替差損 - 178,184

 その他 15,788 21,957

 営業外費用合計 199,123 423,177

経常利益 565,311 419,230

特別利益   

 固定資産売却益 ※２  6,318 ※２  1,393,766

 特別利益合計 6,318 1,393,766

特別損失   

 固定資産売却損 7,093 141

 固定資産処分損 3,317 1,942

 訴訟関連損失 ※３  102,995 -

 事業再編損 - ※４  9,137

 特別退職金 ※５  20,117 -

 損害賠償金 - ※６  77,440

 特別損失合計 133,524 88,661

税金等調整前中間純利益 438,104 1,724,336

法人税、住民税及び事業税 121,177 150,160

法人税等調整額 △69,353 69,548

法人税等合計 51,823 219,709

中間純利益 386,281 1,504,626

親会社株主に帰属する中間純利益 386,281 1,504,626
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

中間純利益 386,281 1,504,626

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 24,881 2,754

 為替換算調整勘定 123,780 △247,956

 退職給付に係る調整額 △25,824 △18,791

 その他の包括利益合計 122,838 △263,993

中間包括利益 509,119 1,240,633

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 509,119 1,240,633
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 438,104 1,724,336

 減価償却費 752,292 878,418

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,606 △10,801

 賞与引当金の増減額（△は減少） 1,974 △1,383

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △47,808 16,925

 受取利息及び受取配当金 △32,767 △28,373

 支払利息 183,335 223,035

 為替差損益（△は益） △147,025 33,448

 固定資産売却損益（△は益） 775 △1,393,625

 固定資産処分損益（△は益） 3,317 1,942

 売上債権の増減額（△は増加） △239,428 △125,045

 棚卸資産の増減額（△は増加） △329,716 △312,237

 仕入債務の増減額（△は減少） 86,245 479,753

 その他 524,329 △97,190

 小計 1,187,021 1,389,201

 利息及び配当金の受取額 35,789 24,215

 利息の支払額 △198,474 △217,279

 法人税等の支払額 △181,463 △193,301

 営業活動によるキャッシュ・フロー 842,872 1,002,835

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,306,928 △828,013

 有形固定資産の売却による収入 6,726 1,719,614

 無形固定資産の取得による支出 △100,532 △15,375

 無形固定資産の売却による収入 2,373 -

 投資有価証券の取得による支出 △300 △300

 定期預金の預入による支出 △312,020 △704,259

 定期預金の払戻による収入 400,068 412,684

 その他 7,581 △101,426

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,303,031 482,924

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △263,653 △408,665

 長期借入れによる収入 4,486,560 2,200,000

 長期借入金の返済による支出 △1,962,908 △1,568,821

 自己株式の増減額（△は増加） △509 △1,421

 配当金の支払額 △80,736 △144,710

 その他 △198,822 △126,112

 財務活動によるキャッシュ・フロー 1,979,929 △49,732

現金及び現金同等物に係る換算差額 71,771 △39,475

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,591,541 1,396,552

現金及び現金同等物の期首残高 4,111,966 5,158,679

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１  5,703,508 ※１  6,555,231
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　　

(中間連結貸借対照表関係)

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

投資その他の資産 245 千円 245 千円
 

 
 
(中間連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
至　2026年９月30日)

発送費 197,894 千円 225,480 千円

給与手当 1,241,463 千円 1,291,554 千円

賞与引当金繰入額 56,888 千円 53,396 千円

退職給付費用 39,800 千円 41,877 千円

減価償却費 61,704 千円 68,110 千円
 

 
 

※２　固定資産売却益

前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

主に、当社及び当社連結子会社による機械装置等の売却であります。

 
当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

主に、当社連結子会社であるAdvanex (Singapore) Pte. Ltd.の工場の譲渡であります。

 
※３　訴訟関連損失

前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

当社で発生した訴訟に関する費用であります。

 
当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

該当事項はありません。

 
※４　事業再編損

前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

該当事項はありません。

 
当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

当社による本社移転に伴う費用であります。

 
※５　特別退職金

前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

主に、当社連結子会社であるAdvanex Europe Ltd.で発生した特別退職金であります。

 
当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

該当事項はありません。

 
※６　損害賠償金

前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）
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該当事項はありません。

 
当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

主に、当社連結子会社Advanex (Thailand) Ltd.で発生した品質問題に起因する損害賠償金であります。

 
 
 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
至　2026年９月30日)

現金及び預金 6,260,514 千円 7,156,532 千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △557,006 千円 △601,301 千円

現金及び現金同等物 5,703,508 千円 6,555,231 千円
 

 

 

(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月26日
定時株主総会

普通株式 82,118 20 2025年３月31日 2025年６月27日
繰越利益
剰余金

 

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年６月25日
定時株主総会

普通株式 143,672 35 2026年３月31日 2026年６月26日
繰越利益
剰余金

 

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 日本 米州 欧州 アジア 合計

売上高      

  外部顧客への売上高 4,639,589 3,016,644 1,474,848 5,406,640 14,537,722

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

631,881 783 64,778 110,758 808,202

計 5,271,470 3,017,427 1,539,627 5,517,398 15,345,924

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

160,755 327,991 △153,157 288,050 623,639
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 623,639

セグメント間取引消去 2,904

中間連結損益計算書の営業利益 626,544
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 日本 米州 欧州 アジア 合計

売上高      

  外部顧客への売上高 4,851,358 3,344,181 2,043,714 5,702,093 15,941,347

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

641,320 526 60,664 100,865 803,377

計 5,492,678 3,344,708 2,104,379 5,802,958 16,744,724

セグメント利益 131,841 68,064 69,473 471,093 740,472
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 740,472

セグメント間取引消去 8,433

中間連結損益計算書の営業利益 748,906
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」「米州」、

「欧州」及び「アジア」の４つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは、精密ばね製品の他、

インサート成形品及びその他の製品を生産・販売しております。

当該報告セグメントは、当社の取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績の評価をするために、定期的に検

討を行う対象としていることから、これらの事業で計上する収益を売上収益として表示しております。製品群別

に分解した売上収益及びセグメント売上収益の関連は、次のとおりであります。

 

前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

(単位：千円）

 日本 米州 欧州 アジア 合計

精密ばね製品 4,042,894 2,839,971 1,474,848 4,996,697 13,354,412

インサート成形品 567,562 176,672 － 409,943 1,154,177

その他 29,132 － － － 29,132

合計 4,639,589 3,016,644 1,474,848 5,406,640 14,537,722

顧客との契約から生じる収益 4,639,589 3,016,644 1,474,848 5,406,640 14,537,722

その他の収益 － － － － －
 

 

当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

(単位：千円）

 日本 米州 欧州 アジア 合計

精密ばね製品 4,176,252 3,267,736 2,043,714 5,307,338 14,795,042

インサート成形品 649,353 76,444 － 394,754 1,120,552

その他 25,752 － － － 25,752

合計 4,851,358 3,344,181 2,043,714 5,702,093 15,941,347

顧客との契約から生じる収益 4,851,358 3,344,181 2,043,714 5,702,093 15,941,347

その他の収益 － － － － －
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

(1) １株当たり中間純利益 94円08銭 366円57銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円) 386,281 1,504,626

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益
(千円)

386,281 1,504,626

 普通株式の期中平均株式数(株) 4,105,688 4,104,578

(2) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益 93円95銭 366円05銭

 (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する中間純利益調整額(千円) － －

 普通株式増加数(株) 5,894 5,898

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり中
間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計年
度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2026年11月13日

株式会社アドバネクス

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　村　　知　　弘  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 井　　上　　広　　志  

 

　

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アドバ

ネクスの2026年４月１日から2027年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算

書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社アドバネクス及び連結子会社の2026年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中

間連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国

において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報

告書において中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業

は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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